
人口：411,006人

JETプログラム参加者の人数：（ALT）16人 （CIR）０人 （SEA）０人

学校数：小学校47校、中学校22校、高等学校１校

No.６ 国際交流企画「一宮言語交流活動」

生徒の英会話に対する内発的動機づけをするために、JET-ALTの提案
でアメリカの中学校との交流を企画。

プライバシーに配慮しながら、手紙の交換やビデオ交流を実施。

授業での英語によるやりとりの際、生徒からの自主的な発言が少ないなど、生徒
の外国語に対するモチベーションに課題がみられた。また、地域の実態として、
JET-ALT以外の英語を母国語とする人材に出会う可能性が少ない実情があった。

そこで、JET-ALTが、英語での会話に対する内発的動機づけをするために同年代
のネイティブスピーカーと直接交流する機会を提供してはどうかとの提案を行い、
アメリカの中学校との調整を行った。

取組のポイント

取組の背景・課題

実施時期：令和３年度
任用団体名：香川県高松市

• JET-ALTがアメリカの中学校の日本人教師とメール交換をして計画を進める。

• ３か月間で手紙、オンラインプレゼンテーション、ビデオ交流の３つの活動を行
えるよう、ロードマップを作成した。

• 日本側は生徒の自己紹介の様子を、アメリカ側は学校と地域を紹介している様子
を事前に撮影する。

• 事前に撮影した動画とあわせて生徒１人１人が書いた手紙、発表用のスライド資
料、手書きポスターを送り合う。

• プライバシーの保護のため、日本側（JET-ALT）とアメリカ側（日本語教師）の
間の動画等のデータの送信は、Googleドライブリンクとプライベートリンクを使
用した。

• 個人情報が特定されるもの（氏名・顔など）は授業のみで表示し、学生間でリン
クの共有ができないよう配慮した。

取組の内容
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任用団体の基本情報

※令和５年４月１日現在

 未就学児 小学 中学 高校

取組の主体 取組の対象 地域の国際化 特色ある取組
JET-
ALT

任用
団体

CIR等
との連携

児童・生徒 教
員

住
民

異文化
理解

地域
活性化

多文化
共生

長期休業
中の取組

配置の
工夫

デジタルツール
の活用

多彩!教室で活躍するJET-ALT



• 交流開始にあたり、計画書を作成し、学校管理者・地域・各生徒の保護者の同意
を得た。計画書には、JET-ALTが交流の目的と活動の計画（ロードマップ）を示
すとともに、校長、県CIRから交流の意義と期待される成果についてのコメント
を盛り込んだ。日本側では同意はスムーズに得られたが、アメリカ側の保護者か
らの同意をとるには、時間がかかり、最終的に40名の保護者のうち２名からは同
意が得られなかった。

• アメリカの学校や地域との正式な連絡が必要となる場合に備えて、校長の承認を
得たうえで、県CIRへ協力を依頼した。

• 活動後、自由記述中心のアンケート形式で、生徒による活動の評価を実施した。
それぞれに対し、JET-ALTがコメントを記入し、返却した。

• 時差があるため、ライブでのやりとりができず、あらかじめ撮影した動画を送り
合う形をとった。

• アメリカ側保護者の同意を得るのに時間がかかり、計画どおりには進まなかった。
JET-ALTの熱意でスタートした活動であるが、３つの活動をロードマップにそっ
て無理なく実施するためには、前年度からの計画立案が必要であると分かった。

取組の内容（続き）

事後アンケートの回答結果によると、生徒の99.5%以上が活動を「楽しかった」、
90%が「英語を勉強する意欲が高まった」と評価しており、本取組は生徒のモチ
ベーションによい影響を与えているといえる。

現在の評価方法はアンケートであるが、どのような生徒のモチベーションに顕著
な変化がみられたかについて分析するには、項目数や回答方法が不十分であるため、
階層化した質問や選択肢を工夫することが必要だと考えている。

今後、手紙の作成や地域や学校の様子を紹介するビデオの作成を教科書単元と関
連づけて年間指導計画に盛り込み、交流を継続していきたいと考えている。

取組の成果・今後の展望
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問合せ先
担当部署名：高松市教育委員会学校教育課

ＴＥＬ：087-839-2616

ＭＡＩＬ：gakkyo@edu-tens.net

ＵＲＬ：https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/

生徒による自己紹介の様子 アメリカから送られた動画の１シーン


